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は
じ
め
に
　
山
形
県
が
史
上
に
登
場
す
る
の
は
、
持
統
三
年
（
六
八
九
）
に
、
陸
奥
国
優 
曇
（
評
）
の
城
養
（
き
こ
う
）
の
蝦
夷
の
出
家
を
許
し
た
、
と
い
う
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
で
あ
る
。
優 
曇
と
は
「
う
き
た
む
」
で
あ
り
、
現
在
の
置
賜
地
域
で
あ
る
。
こ
の
時
す
で
に
こ
の
地
域
に
仏
教
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
置
賜
地
域
が
陸
奥
国
に
属
し
て
い
た
点
に
注
意
し
た
い
。
　
そ
の
後
、
和
銅
元
年
（
七
〇
九
）
に
越
後
国
に
出
羽
郡
が
で
き
る
。
こ
れ
が
現
在
の
庄
内
地
方
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
城
柵
で
あ
る
出
羽
柵
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
ら
に
和
銅
五
年
（
七
一
二
）、
出
羽
郡
が
出
羽
国
と
し
て
分
立
す
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
陸
奥
国
最
上
・
置
賜
の
二
郡
を
出
羽
国
に
移
管
す
る
こ
と
に
な
る
（
同
様
の
記
事
は
七
一
六
年
の
記
事
に
も
み
え
る
）。
か
く
し
て
、
日
本
海
側
の
庄
内
地
方
と
、
内
陸
地
域
が
合
併
し
、
出
羽
国
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
八
八
六
年
に
は
最
上
郡
が
二
郡
に
分
割
さ
れ
、
南
部
が
最
上
郡
、
北
部
が
村
山
郡
と
な
る
（
現
在
の
よ
う
に
内
陸
北
部
が
最
上
郡
、
南
部
が
村
山
郡
と
な
る
の
は
近
世
以
降
で
あ
る
）。
　
以
上
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
山
形
の
地
域
社
会
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
複
雑
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
）。
で
は
そ
の
歴
史
的
背
景
や
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
古
代
出
羽
国
の
形
成
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
、
交
流
・
交
通
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。 
一　
古
代
出
羽
国
の
形
成
と
交
通
　
近
年
で
は
、
古
代
の
交
通
路
の
研
究
が
進
み
、
出
羽
国
内
で
の
駅
路
や
駅
の
比
定
や
変
遷
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
〔『
山
形
県
史　
原
始
・
古
代
・
中
世
編
』、
高
桑
弘
美
・
二
〇
〇
四
、
中
村
太
一
・
二
〇
〇
三
な
ど
〕（
図
１
）。
近
年
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
古
代
出
羽
国
の
形
成
を
交
流
や
交
通
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
　
八
世
紀
の
律
令
国
家
は
、
七
道
制
と
い
っ
て
、
畿
内
（
都
を
中
心
と
す
る
地
域
）
を
除
く
全
国
を
七
道
（
東
海
道
、
東
山
道
、
北
陸
道
、
山
陰
道
、
山
陽
道
、
南
海
道
、
西
海
道
）
と
す
る
行
政
区
画
を
制
定
し
た
。
出
羽
国
は
東
山
道
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
じ
つ
は
成
立
当
初
は
、
北
陸
道
に
所
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
中
村
・
二
〇
〇
三
〕。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
以
下
の
史
料
で
あ
る
。
【
史
料
１
】 
天
平
四
（
七
三
二
）
年
越
前
国
郡
稲
帳
（
正
倉
院
文
書
）
従
出
羽
国
進
上
御
馬
伍
匹　
経
玖
箇
日　
飼
秣
料
稲
玖
拾
束
〈
匹
別
二
束
〉 
江
沼
郡
　
こ
れ
は
、
出
羽
国
の
進
上
す
る
馬
が
越
前
国
（
福
井
県
）
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
出
羽
国
が
北
陸
道
ル
ー
ト
で
平
城
京
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
も
あ
る
。 
古
代
出
羽
国
の
形
成
と
諸
段
階
― 
交
流
・
交
通
の
視
点
か
ら 
―
 
三
上
喜
孝
（
文
化
シ
ス
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ム
専
攻
歴
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文
化
領
域
担
当
）
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【
史
料
２
】 『
令
集
解
』
関
市
令
弓
箭
条
所
引
古
記
古
記
云
、
東
辺
北
辺
、
謂
陸
奥
出
羽
等
国
也
。
　
「
古
記
」
と
は
七
三
八
年
頃
に
成
立
し
た
大
宝
令
の
注
釈
書
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
陸
奥
」
を
「
東
辺
」、「
出
羽
」
を
「
北
辺
」
と
し
て
お
り
、
出
羽
国
を
、
平
城
京
か
ら
み
て
北
に
あ
る
地
域
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
そ
も
そ
も
、
陸
奥
国
の
エ
ミ
シ
は
「
蝦
夷
」
と
表
記
し
、
こ
れ
は
「
東
夷
」
す
な
わ
ち
「
東
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
に
対
し
て
、
出
羽
の
国
の
エ
ミ
シ
は
当
時
「
蝦
狄
」
と
表
記
さ
れ
、「
北
狄
」
す
な
わ
ち
「
北
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
上
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
出
羽
国
は
当
初
北
陸
道
に
編
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
、
陸
奥
国
か
ら
村
山
・
置
賜
の
二
郡
が
編
入
さ
れ
た
こ
と
や
、
大
野
東
人
に
よ
り
陸
奥
国
と
出
羽
国
を
結
ぶ
交
通
路
が
開
削
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
八
世
紀
中
頃
に
東
山
道
に
編
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
史
料
３
】 『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
（
七
三
七
）
正
月
二
十
二
日
条
先
是
、
陸
奥
按
察
使
大
野
朝
臣
東
人
等
言
。
従
陸
奥
国
達
出
羽
柵
道
経
男
勝
、
行
程
迂
遠
。
請
征
男
勝
村
以
通
直
路
。
於
是
詔
持
節
大
使
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
、
副
使
正
五
位
上
佐
伯
宿
祢
豊
人
・
常
陸
守
従
五
位
上
勳
六
等
坂
本
朝
臣
宇
頭
麻
佐
等
、
発
遣
陸
奥
国
。
判
官
四
人
。
主
典
四
人
。
（
こ
れ
よ
り
先
、
陸
奥
按
察
使
大
野
朝
臣
東
人
等
言
す
、「
陸
奥
国
よ
り
出
羽
柵
に
達
す
る
に
、
道
、
男
勝
を
経
て
、
行
程
迂
遠
な
り
。
請
う
ら
く
は
、
男
勝
村
を
征
し
、
以
て
直
路
を
通
さ
ん
こ
と
を
。
こ
こ
に
お
い
て
、
持
節
大
使
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
、
副
使
正
五
位
上
佐
伯
宿
祢
豊
人
・
常
陸
守
従
五
位
上
勲
六
等
坂
本
朝
臣
宇
頭
麻
佐
ら
に
詔
し
て
、
陸
奥
国
に
発
遣
す
。
判
官
四
人
。
主
典
四
人
。） 
　
こ
の
と
き
、
天
平
五
年
の
出
羽
柵
移
転
に
よ
り
、
陸
奥
国
か
ら
出
羽
柵
ま
で
通
じ
る
内
陸
陸
路
を
開
通
さ
せ
る
と
い
う
大
野
東
人
の
進
言
を
受
け
、
藤
原
麻
呂
以
下
が
発
遣
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
四
月
十
七
日
条
に
は
、
こ
の
交
通
路
開
削
に
つ
い
て
の
一
連
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
史
料
に
も
と
づ
き
、
月
日
を
お
っ
て
そ
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。
【
史
料
４
】 『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
（
七
三
七
）　
四
月
十
四
日
条
遣
陸
奥
持
節
大
使
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
言
。
以
去
二
月
十
九
日
到
陸
奥
多
賀
柵
。
与
鎮
守
将
軍
従
四
位
上
大
野
朝
臣
東
人
共
平
章
。
且
追
常
陸
・
上
総
・
下
総
・
武
藏
・
上
野
・
下
野
等
六
国
騎
兵
惣
一
千
人
。
聞
山
海
両
道
夷
狄
等
咸
懐
疑
懼
。
仍
差
田
夷
遠
田
郡
領
外
從
七
位
上
遠
田
君
雄
人
、
遣
海
道
、
差
帰
服
狄
和
我
君
計
安
壘
、
遣
山
道
。
並
以
使
旨
慰
喩
鎭
撫
之
。
仍
抽
勇
健
一
百
九
十
六
人
委
将
軍
東
人
。
四
百
五
十
九
人
分
配
玉
造
等
五
柵
。
麻
呂
等
帥
所
余
三
百 
五
人
鎮
多
賀
柵
。
遣
副
使
従
五
位
上
坂
本
朝
臣
宇
頭
麻
佐
鎮
玉
造
柵
。
判
官
正
六
位
上
大
伴
宿
祢
美
濃
麻
呂
鎮
新
田
柵
。
国
大
掾
正
七
位
下
日
下
部
宿
祢
大
麻
呂
鎮
牡
鹿
柵
。
自
余
諸
柵
依
旧
鎮
守
。
廿
五
日
、
将
軍
東
人
従
多
賀
柵
発
。
三
月
一
日
、
帥
使
下
判
官
従
七
位
上
紀
朝
臣
武
良
士
等
及
所
委
騎
兵
一
百
九
十
六
人
、
鎮
兵
四
百
九
十
九
人
、
当
国
兵
五
千
人
、
帰
服
狄
俘
二
百 
九
人
従
部
内
色
麻
柵
発
。
即
日
到
出
羽
国
大
室
駅
。
出
羽
国
守
正
六
位
下
田
辺
史
難
破
将
部
内
兵
五
百
人
。
帰
服
狄
一
百 
人
。
在
此
駅
相
待
。
以
三
日
、
与
将
軍
東
人
共
入
賊
地
。
且
開
道
而
行
。
但
賊
地
雪
深
馬
芻
難
得
。
所
以
雪
消
草
生
、
方
始
発
遣
。
同
月
十
一
日
、
将
軍
東
人
廻
至
多
賀
柵
。
自
導
新
開
通
道
惣
一
百
六
十
里
。
或
尅
石
伐
樹
、
或
填
澗
疏
峯
。
従
賀
美
郡
至
出
羽
国
最
上
郡
玉
野
八
十
里
、
雖
惣
是
山
野
形
勢
險
阻
、
而
人
馬
往
還
無
大
艱
難
。
従
玉
野
至
賊
地
比
羅
保
許
山
八
十
里
、
地
勢
平
坦
無
有
危
嶮
。
狄
俘
等
曰
、
従
比
羅
保
許
山
至
雄
勝
村
五
十
余
里
、
其
間
亦
平
。
唯
有
両
河
。
毎
至
水
漲
並
用
船
渡
。
四
月
四
日
、
軍
屯
賊
地
比
羅
保
許
山
。
先
是
、
田
辺
難
波
状 
、
雄
勝
村
俘
長
等
三
人
来
降
。
拜
首
云
、
承
聞
官
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軍
欲
入
我
村
、
不
勝
危
懼
。
故
来
請
降
者
。
東
人
曰
、
夫
狄
俘
者
其
多
姦
謀
。
其
言
無
恒
。
不
可
輙
信
。
而
重
有
帰
順
之
語
。
仍
共
平
章
。
難
破
議
曰
、
発
軍
入
賊
地
者
、
為
教
喩
俘
狄
築
城
居
民
。
非
必
窮
兵
残
害
順
服
。
若
不
許
其
請
、
凌
壓
直
進
者
、
俘
等
懼
怨
遁
走
山
野
。
労
多
功
少
、
恐
非
上
策
。
不
如
示
官
軍
之
威
従
此
地
而
返
。
然
後
、
難
破
訓
以
福
順
、
懐
以
寛
恩
。
然
則
城
郭
易
守
。
人
民
永
安
者
也
。
東
人
以
爲
然
矣
。
又
東
人
本
計
、
早
入
賊
地
、
耕
種
貯
穀
。
省
運
糧
費
。
而
今
春
大
雪
倍
於
常
年
。
由
是
不
得
早
入
耕
種
。
天
時
如
此
。
已
違
元
意
。
其
唯
営
造
城
郭
一
朝
可
成
。
而
守
城
以
人
、
存
人
以
食
。
耕
種
失
候
、
将
何
取
給
。
且
夫
兵
者
、
見
利
則
為
、
無
利
則
止
。
所
以
引
軍
而
旋
、
方
待
後
年
始
作
城
郭
。
但
為
東
人
自
入
賊
地
、
奏
請
将
軍
鎮
多
賀
柵
。
今
新
道
既
通
、
地
形
親
視
。
至
於
後
年
、
雖
不
自
入
可
以
成
事
者
。
臣
麻
呂
等
愚
昧
、
不
明
事
機
。
但
東
人
久
将
辺
要
、
尠
謀
不
中
。
加
以
親
臨
賊
境
、
察
其
形
勢
、
深
思
遠
慮
。
量
定
如
此
。
謹
録
事
状
、
伏
聴
勅
裁
。
但
今
間
無
事
、
時
属
農
作
。
所
発
軍
士
且
放
且
奏
。
（
遣
陸
奥
持
節
大
使
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
言
す
。「
去
る
二
月
十
九
日
を
以
て
陸
奥
国
の
多
賀
柵
に
到
る
。
鎮
守
将
軍
従
四
位
上
大
野
朝
臣
東
人
と
共
に
平
章
す
。
且
た
、
常
陸
・
上
総
・
下
総
・
武
藏
・
上
野
・
下
野
等
の
六
国
の
騎
兵
惣
べ
て
一
千
人
を
追
す
。
山
海
両
道
の
夷
狄
等
、
咸
く
疑
懼
を
懐
く
と
聞
く
。
仍
り
て
田
夷
遠
田
郡
領
外
從
七
位
上
遠
田
君
雄
人
を
差
し
て
海
道
に
遣
わ
し
、
帰
服
狄
和
我
君
計
安
壘
を
差
し
て
山
道
に
遣
わ
す
。
並
に
使
の
旨
を
以
て
慰
喩
し
こ
れ
を
鎭
撫
す
。
仍
り
て
勇
健
な
る
も
の
一
百
九
十
六
人
を
抽
き
て
将
軍
東
人
に
委
ぬ
。
四
百
五
十
九
人
を
玉
造
等
の
五
柵
に
分
配
す
。
麻
呂
等
余
る
所
の
三
百 
五
人
を
帥
い
て
多
賀
柵
を
鎮
む
。
副
使
従
五
位
上
坂
本
朝
臣
宇
頭
麻
佐
を
遣
わ
し
て
玉
造
柵
を
鎮
む
。
判
官
正
六
位
上
大
伴
宿
祢
美
濃
麻
呂
を
し
て
新
田
柵
を
鎮
む
。
国
の
大
掾
正
七
位
下
日
下
部
宿
祢
大
麻
呂
を
し
て
牡
鹿
柵
を
鎮
む
。
自
余
の
諸
柵
は
旧
に
依
り
て
鎮
守
す
。
廿
五
日
、
将
軍
東
人
多
賀
柵
よ
り
発
つ
。
三
月
一
日
、
使
下
の
判
官
従
七
位
上
紀
朝
臣
武
良
士
等
、
及
び
委
ね
る
所
の
騎
兵
一
百
九
十
六
人
、
鎮
兵
四
百
九
十
九
人
、
当
国
の
兵
五
千
人
、
帰
服
狄
俘
二
百 
九
人
を
帥
い
て
、
部
内
色
麻
柵
よ
り
発
つ
。
即
日
、
出
羽
国
大
室
駅
に
到
る
。
出
羽
国
守
正
六
位
下
田
辺
史
難
破
、
部
内
の
兵
五
百
人
、
帰
服
の
狄
一
百 
人
を
将
い
て
、
此
の
駅
に
在
り
て
相
待
つ
。
三
日
を
以
て
、
将
軍
東
人
と
共
に
賊
地
に
入
る
。
且
つ
道
を
開
き
て
行
く
。
但
し
賊
地
雪
深
く
馬
芻
得
難
し
。
所
以
に
、
雪
消
え
草
生
え
て
、
方
に
始
め
て
発
し
遣
す
。
同
月
十
一
日
、
将
軍
東
人
廻
り
て
多
賀
柵
に
至
る
。『
自
ら
新
開
の
通
道
惣
べ
て
一
百
六
十
里
を
導
く
。
或
い
は
石
を
尅
り
樹
を
伐
り
、
或
い
は
澗
を
填
め
峯
を
疏
る
。
賀
美
郡
よ
り
出
羽
国
最
上
郡
玉
野
へ
至
る
八
十
里
、
惣
べ
て
是
れ
山
野
の
形
勢
險
阻
な
る
と
雖
も
、
人
馬
の
往
還
、
大
い
な
る
艱
難
無
し
。
玉
野
よ
り
賊
地
比
羅
保
許
山
へ
至
る
八
十
里
、
地
勢
平
坦
に
し
て
危
嶮
有
る
こ
と
無
し
。
狄
俘
等
曰
く
、
〈
比
羅
保
許
山
よ
り
雄
勝
村
へ
至
る
五
十
余
里
、
其
の
間
も
亦
た
平
な
り
。
唯
だ
両
河
有
り
。
水
漲
る
に
至
る
毎
に
、
並
に
船
を
用
い
て
渡
る
〉
と
。
四
月
四
日
、
軍
、
賊
地
比
羅
保
許
山
に
屯
す
。
こ
れ
よ
り
先
、
田
辺
難
波
の
状
に 
く
、〈
雄
勝
村
の
俘
長
等
三
人
来
り
降
り
て
、
拜
首
し
て
云
く
、
承
り
て
聞
く
に
は
、
官
軍
我
が
村
に
入
ら
ん
と
欲
す
と
。
危
懼
に
勝
え
ず
。
故
に
、
来
り
て
降
ら
ん
こ
と
を
請
う
〉
と
。
東
人
曰
く
、〈
夫
れ
狄
俘
は
、
甚
だ
姦
謀
多
く
、
其
の
言
恒
無
し
。
輙
く
信
ず
べ
か
ら
ず
。
而
れ
ど
も
重
ね
て
帰
順
の
語
有
ら
ば
、
仍
り
て
共
に
平
章
せ
ん
〉
と
。
難
破
議
り
て
曰
く
、〈
軍
を
発
し
て
賊
地
に
入
る
は
、
俘
狄
を
教
喩
し
、
城
を
築
き
民
を
居
ら
し
め
ん
が
た
め
な
り
。
必
ず
し
も
兵
を
窮
め
て
順
服
す
る
も
の
を
残
害
す
る
に
非
ず
。
若
し
其
の
請
い
を
許
さ
ず
し
て
、
凌
ぎ
圧
し
て
直
進
せ
ば
、
俘
等
懼
れ
怨
み
て
山
野
に
遁
走
せ
ん
。
労
多
く
功
少
な
く
、
恐
ら
く
は
上
策
に
非
ず
。
如
か
じ
、
官
軍
の
威
を
示
し
、
此
の
地
よ
り
返
ら
ん
に
は
。
然
る
後
、
難
破
、
訓
う
る
に
福
順
を
以
て
し
、
懐
く
る
に
寛
恩
を
以
て
せ
ん
。
然
れ
ば
則
ち
、
城
郭
守
り
易
く
、
人
民
永
く
安
ん
ず
る
も
の
な
り
〉
と
。
東
人
、
以
て
然
り
と
す
。
ま
た
東
人
の
本
計
は
、
早
く
賊
地
に
入
り
、
耕
種
し
て
穀
を
貯
え
、
糧
を
運
ぶ
費
え
を
省
か
ん
と
す
。
而
る
に
今
春
の
大
雪
、
常
年
の
倍
な
り
。
是
に
由
り
て
早
く
耕
種
に
入
る
こ
と
を
得
ず
。
天
の
時
此
の
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如
し
。
已
に
元
意
に
違
う
。
其
れ
唯
、
城
郭
を
営
造
す
る
こ
と
、
一
朝
に
成
す
べ
し
。
而
る
に
城
を
守
る
に
は
人
を
以
て
し
、
人
を
存
す
に
は
食
を
以
て
す
。
耕
種
、
候
を
失
い
て
、
将
た
何
を
か
取
り
て
給
わ
ん
。
且
は
夫
れ
兵
は
利
を
見
て
則
ち
為
し
、
利
無
く
ば
則
ち
止
む
。
所
以
に
、
軍
を
引
い
て
旋
ら
し
、
方
に
後
年
を
待
ち
て
、
始
め
て
城
郭
を
作
ら
ん
。
但
し
、
東
人
自
ら
賊
地
に
入
ら
ん
が
為
に
、
将
軍
と
し
て
多
賀
柵
を
鎮
め
ん
こ
と
を
奏
し
請
う
。
今
、
新
道
既
に
通
い
、
地
形
親
ら
視
る
。
後
年
に
至
ら
ば
、
自
ら
入
ら
ず
と
雖
も
、
以
て
事
を
成
す
べ
し
』
と
。
臣
麻
呂
等
愚
昧
に
し
て
、
事
機
明
ら
か
な
ら
ず
。
但
し
東
人
、
久
し
く
辺
要
に
将
と
し
て
、
謀
中
ら
ざ
る
こ
と
尠
し
。
加
以
、
親
ら
賊
の
境
に
臨
み
、
其
の
形
勢
を
察
し
、
深
く
思
い
遠
く
慮
り
て
、
量
り
定
む
る
こ
と
此
の
如
し
。謹
み
て
事
の
状
を
録
し
、伏
し
て
勅
裁
を
聴
う
。但
し
今
間
は
事
無
く
、時
、
農
作
に
属
け
り
。
発
す
る
軍
士
、
且
は
放
ち
且
は
奏
す
」
と
。）
　
以
上
の
記
事
に
み
え
る
大
野
東
人
の
行
動
を
、
月
日
に
し
た
が
っ
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
二
月
二
十
五
日 
多
賀
柵
を
発
し
て
色
麻
柵
（
宮
城
県
中
新
田
町
）
に
到
着
。
部
下
を
派
遣
し
て
新
道
の
開
通
工
事
を
行
わ
せ
る
。
四
月
一
日 
大
野
東
人
は
色
麻
柵
を
発
し
て
大
室
駅
（
山
形
県
尾
花
沢
市
）
に
到
着
。
四
月
三
日 
賊
地
に
入
り
、
翌
日
、
比
羅
保
許
山
（
秋
田
・
山
形
・
宮
城
県
境
の
神
室
山
か
）
で
駐
屯
。
四
月
十
一
日 
進
軍
を
断
念
し
て
多
賀
柵
に
帰
還
。
　
こ
の
後
、
開
削
し
た
駅
路
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
【
史
料
５
】 『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年
九
月
己
丑
条
始
置
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
、
玉
野
・
避
翼
・
平
戈
・
横
河
・
雄
勝
・
助
河
并
陸
奥
国
嶺
基
等
駅
家
。
（
始
め
て
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
、
玉
野
・
避
翼
・
平
戈
・
横
河
・
雄
勝
・
助
河
、
并
陸
奥
国
に
嶺
基
等
の
駅
家
を
置
く
。）
各
駅
の
擬
定
地
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
玉
野
駅
…
北
村
山
郡
玉
野
村
（
現
尾
花
沢
市
、「
大
室
駅
」
と
同
一
か
）。
避
翼
駅
…
舟
形
町
付
近
平　
戈
…
金
山
町
付
近
横　
河
…
雄
勝
町
内
の
横
堀
・
寺
沢
付
近
雄　
勝
…
雄
勝
郡
内
助　
河
…
不
明
　
か
く
し
て
東
山
道
側
か
ら
の
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
山
道
へ
の
編
入
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
陸
奥
国
側
か
ら
出
羽
柵
に
通
ず
る
道
路
の
開
削
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
以
前
に
も
陸
奥
側
か
ら
の
陸
路
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
置
賜
、
最
上
の
二
郡
は
陸
奥
国
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
陸
奥
側
と
の
陸
路
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
置
賜
地
域
で
最
初
に
政
治
的
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
高
畠
町
周
辺
で
あ
る
。
と
り
わ
け
安
久
津
八
幡
周
辺
は
、
群
集
墳
の
存
在
か
ら
七
世
紀
段
階
に
お
け
る
政
治
勢
力
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
　
置
賜
地
域
の
交
通
路
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
上
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
安
久
津
八
幡
周
辺
が
、
陸
奥
側
か
ら
二
井
宿
峠
を
経
て
山
形
に
至
る
街
道
沿
い
に
あ
り
、
峠
を
下
り
て
最
初
に
ひ
ら
け
た
地
域
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
安
久
津
八
幡
の
南
方
に
は
七
世
紀
後
半
代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
大
在
家
遺
跡
の
調
査
が
高
畠
町
に
よ
り
行
わ
れ
、
県
内
最
古
の
須
恵
器
窯
跡
と
い
わ
れ
る
高
安
窯
跡
の
調
査
が
高
畠
町
や
東
北
芸
術
工
科
大
学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
な
ど
、
七
世
紀
代
の
生
産
遺
跡
、
集
落
遺
跡
が
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数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
官
衙
関
連
の
遺
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
周
辺
に
は
「
小
郡
山
」
と
い
う
地
名
も
残
っ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
陸
奥
国
優 
曇
郡
（
評
）
の
郡
（
評
）
家
は
、
安
久
津
周
辺
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
〔
川
崎
利
夫
・
二
〇
〇
三
〕。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
陸
奥
側
か
ら
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
古
く
か
ら
二
井
宿
峠
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
奈
良
時
代
に
開
削
さ
れ
た
ル
ー
ト
も
、
最
終
的
に
は
延
喜
式
の
駅
路
と
し
て
は
採
用
さ
れ
ず
、
実
際
に
は
最
上
駅
（
山
形
市
）
を
経
由
す
る
い
わ
ゆ
る
笹
谷
街
道
ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
最
上
駅
（
現
山
形
市
内
）
を
経
由
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
最
上
郡
が
陸
奥
国
所
管
で
あ
っ
た
歴
史
的
背
景
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
【
史
料
６
】 『
延
喜
式
』
諸
国
駅
伝
馬
条
出
羽
国
駅
馬
〈
最
上
十
五
疋
、
村
山
、
野
後
各
十
疋
、
避
翼
十
二
疋
、
佐
芸
四
疋
、
船
十
隻
、
遊
佐
十
疋
、
蚶
方
、
由
理
各
十
二
疋
、
白
谷
七
疋
、
飽
海
、
秋
田
各
十
疋
〉
伝
馬
〈
最
上
五
疋
、
野
後
三
疋
、
船
五
隻
、
由
理
六
疋
、
避
翼
一
疋
、
船
六
隻
、
白
谷
三
疋
、
船
五
隻
、〉
　
一
方
、
東
山
道
編
入
以
後
も
、
出
羽
国
内
で
は
、
北
陸
道
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
山
形
県
鶴
岡
市
山
田
遺
跡
出
土
木
簡
で
あ
る
〔
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
〇
一
〕（
図
２
）。
【
史
料
７
】 
山
形
県
鶴
岡
市
山
田
遺
跡
出
土
木
簡
・
□
駅
駅
四
皿
駅
子
人
□
・
大
辟
マ　
麻
績
マ　
長
浴
マ　
六
人
　
大
伴
マ　
大
日
子
マ　
小
長
浴
マ　
宍
人
（
二
四
五
）
×
四
六
×
三　
〇
一
九
型
式 
　
こ
の
木
簡
は
、
オ
モ
テ
面
に
「
駅
子
人
」
の
表
記
が
み
え
、
ウ
ラ
面
に
は
ウ
ジ
名
の
み
を
記
し
た
歴
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
駅
子
人
た
ち
に
食
料
を
支
給
し
た
際
の
記
録
簡
で
あ
ろ
う
。「
駅
子
」
と
は
、
駅
戸
か
ら
徴
発
さ
れ
た
壮
丁
の
こ
と
で
、
駅
馬
に
よ
る
駅
使
の
逓
送
、
駅
馬
の
飼
養
に
従
事
し
た
人
々
を
さ
す
。
　
こ
の
木
簡
の
出
土
に
よ
り
、
出
羽
国
田
川
郡
に
も
「
駅
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
だ
が
『
延
喜
式
』
に
は
、
こ
こ
に
駅
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
地
に
駅
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
陸
奥
国
側
か
ら
で
は
な
く
、
北
陸
道
の
越
後
国
か
ら
、
出
羽
国
府
に
連
絡
す
る
古
代
道
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
３
）。
　
古
代
交
通
路
の
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
文
献
史
料
に
み
え
る
官
道
や
駅
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
ル
ー
ト
の
存
在
を
軽
視
し
が
ち
だ
が
、
近
年
の
出
土
文
字
資
料
の
発
見
な
ど
で
、
文
献
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
駅
路
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
は
、
遺
跡
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
交
通
路
の
復
元
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
二　
「
狄
」
の
史
料
か
ら
み
た
出
羽
国
の
交
流
　
と
こ
ろ
で
、
出
羽
国
の
エ
ミ
シ
に
対
し
て
使
わ
れ
る
「
狄
」
の
呼
称
は
、
新
潟
県
新
潟
市
的
場
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
「
狄
食
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
来
は
北
陸
道
に
存
在
す
る
エ
ミ
シ
に
対
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。
一
方
出
羽
国
に
お
い
て
も
、
東
山
道
に
編
入
さ
れ
た
以
降
も
、
国
内
の
エ
ミ
シ
を
北
方
の
「
狄
」
と
い
う
意
識
が
、
平
安
時
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
【
史
料
８
】 『
類
聚
国
史
』
巻
八
三
、
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）　
十
一
月
二
十
八
日
永
免
出
羽
国
平
鹿
・
最
上
・
置
賜
三
郡
狄
田
租
。
（
永
く
出
羽
国
の
平
鹿
・
最
上
・
置
賜
三
郡
の
蝦
夷
の
狄
の
田
租
を
免
ず
） 
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こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
出
羽
国
の
エ
ミ
シ
を
「
狄
」
と
表
記
し
て
い
る
。
最
上
、
置
賜
二
郡
は
か
つ
て
の
陸
奥
国
だ
が
、
出
羽
国
編
入
以
降
、
こ
こ
に
居
住
す
る
エ
ミ
シ
に
関
し
て
は
「
狄
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
【
史
料
９
】 
秋
田
県
秋
田
市
秋
田
城
跡
出
土
第
七
一
号
木
簡
〔『
秋
田
市
史
』
・「
八
月
廿
五
日
下
狄
饗
料
□
二
條
□
×
・「　
　
　
　
　
□　
田
川　
荒
木
真
×
（
二
二
五
）
×
二
六
×
三　
〇
三
八
型
式
　
「
狄
饗
料
」
と
は
、
狄
を
も
て
な
す
た
め
の
食
料
や
禄
物
を
支
給
す
る
（
こ
れ
を
饗
給
と
い
う
）
物
品
を
指
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
田
川
郡
の
「
荒
木
真
×
」
と
い
う
人
物
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
狄
饗
料
」
の
下
の
物
品
名
は
判
読
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
鐘
江
宏
之
氏
は
こ
れ
を
「 
」
と
読
み
、
田
川
郡
か
ら
貢
進
さ
れ
た
「 
」
が
、
狄
饗
料
と
し
て
秋
田
城
で
消
費
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
木
簡
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
の
大
坪
遺
跡
か
ら
は
、
【
史
料　
】 
山
形
県
遊
佐
町
大
坪
遺
跡
出
土
木
簡
10潤三
月
九
日 
軍
□
録 
補
役　
伴
咋
万
呂 
二
役
〔
福
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
代
真
蓑
二
役
□
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
真  
（
三
一
三
）
×
五
二
×
八　
〇
一
九
型
式
と
い
う
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
〔
山
形
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
・
一
九
九
五
〕、
庄
内
地
方
（
田
川
郡
、
飽
海
郡
）
で
実
際
に
「 
」
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
し
て
い
る
〔
鐘
江
宏
之
・
二
〇
〇
四
〕。「 
」
と
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
で
は
「
カ
ツ
ラ
」
と
読
み
、
古
代
に
お
い
て
は
甘
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、「
甘
葛
煮
」
と
呼
ば
れ
る
。『
延
喜
式
』（
大
膳
下
）
の
諸
国
貢
進
菓
子
条
に
は
、
出
羽
国
か
ら
中
央
へ
「
甘
葛
煮
」
が
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
出
羽
国
内
で
生
産
さ
れ
た
甘
葛
煮
の
一
部
は
秋
田
城
に
も
た
ら
さ
れ
、
狄
の
饗
給
に
も
消
費
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「 
」
を
通
じ
た
生
産
地
と
消
費
地
と
の
交
流
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
稀
有
な
例
と
い
え
よ
う
。
【
史
料　
】 
秋
田
県
仙
北
町
払
田
柵
跡
出
土
木
簡
（
払
田
柵
跡
＝
古
代
出
羽
国
の
城
11
柵
の
ひ
と
つ
）
具　
狄
藻
肆
拾
　
「
狄
藻
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
こ
れ
を
「
え
び
す
め
」
と
読
め
ば
、
昆
布
の
意
味
に
な
る
。
エ
ミ
シ
が
律
令
国
家
に
昆
布
を
貢
進
し
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
出
羽
国
で
は
こ
れ
を
「
狄
藻
」
と
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
秋
田
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
・
一
九
九
七
〕。
　
こ
れ
を
昆
布
と
考
え
た
場
合
、
内
陸
の
払
田
柵
跡
に
海
産
物
の
昆
布
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、内
陸
と
沿
岸
部
と
の
交
流
を
物
語
る
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
【
史
料　
】 
山
形
県
米
沢
市
古
志
田
東
遺
跡
出
土
木
簡
12＞狄
帯
建
一
斛
　
こ
れ
は
一
石
の
米
俵
に
付
け
ら
れ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
年
代
は
十
世
紀
初
頭
頃
と
推
定
さ
れ
る
。「
狄
帯
建
」
は
米
を
貢
進
し
た
人
物
の
名
か
、
あ
る
い
は
当
時
の
米
の
品
種
名
の
一
種
か
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
〔
平
川
南
・
二
〇
〇
三
〕、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
世
紀
以
降
に
も
な
お
「
狄
」
の
表
記
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
出
羽
国
は
、
律
令
国
家
の
世
界
観
の
中
で
、
北
の
果
て
の
国
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
域
社
会
に
お
い
て
も
主
体
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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三　
出
羽
国
府
の
諸
段
階
　
次
に
、
出
羽
国
府
の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
出
羽
国
が
成
立
し
た
当
初
、
出
羽
国
府
は
「
出
羽
国
出
羽
郡
」（
現
在
の
庄
内
地
方
）
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
設
置
当
初
の
出
羽
国
府
の
正
確
な
位
置
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
八
世
紀
の
出
羽
国
府
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
二
つ
の
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
　
第
一
の
説
は
、
出
羽
国
府
は
初
め
は
庄
内
地
方
に
置
か
れ
た
が
、
天
平
年
間
に
秋
田
城
に
移
転
し
、
さ
ら
に
平
安
時
代
に
な
っ
て
庄
内
地
方
に
移
転
し
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
秋
田
城
国
府
説
」
で
あ
る
。
　
秋
田
城
は
、
秋
田
市
高
清
水
の
丘
陵
上
に
あ
っ
た
古
代
の
城
柵
で
、
山
形
県
庄
内
地
方
に
あ
っ
た
出
羽
柵
を
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
秋
田
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年
の
調
査
で
漆
紙
文
書
、
木
簡
、
墨
書
土
器
と
い
っ
た
文
字
資
料
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
　
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
出
羽
柵
を
庄
内
地
方
か
ら
「
秋
田
村
高
清
水
岡
」
に
移
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
時
、
同
時
に
出
羽
国
府
の
機
能
も
庄
内
地
方
か
ら
秋
田
へ
と
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
こ
の
説
の
主
張
で
あ
る
。
最
近
の
調
査
で
、
行
政
に
か
か
わ
る
公
文
書
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
　
第
二
の
説
は
、
出
羽
国
府
は
一
貫
し
て
庄
内
地
方
（
出
羽
国
出
羽
郡
に
あ
っ
た
）
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
秋
田
城
非
国
府
説
」
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
は
た
し
か
に
出
羽
柵
が
移
っ
た
と
あ
る
が
、
出
羽
国
府
が
移
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
行
政
の
中
心
で
あ
る
国
府
が
出
羽
国
の
北
端
に
移
さ
れ
る
と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
話
で
あ
る
。
や
は
り
こ
れ
は
出
羽
国
内
の
軍
事
的
機
能
の
み
が
移
っ
た
の
で
あ
り
、
行
政
機
能
は
依
然
と
し
て
庄
内
地
方
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
両
説
が
対
立
し
て
お
り
、
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　
八
世
紀
の
出
羽
国
府
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
九
世
紀
初
頭
ご
ろ
、
酒
田
市
の
城
輪
柵
に
国
府
が
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
二
十
日
条
（
後
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
国
府
は
井
口
の
地
に
在
り
」
と
あ
り
、
延
暦
年
中
に
移
転
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
酒
田
市
の
城
輪
柵
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
の
大
地
震
で
国
府
が
壊
滅
的
損
害
を
受
け
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
「
旧
府
近
側
高
敞
之
地
」
に
移
転
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
現
在
の
八
幡
町
の
八
森
遺
跡
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
　
「
井
口
国
府
」
の
擬
定
地
と
さ
れ
て
い
る
城
輪
柵
の
東
方
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
八
森
丘
陵
が
あ
る
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
〔
三
上
喜
孝
・
二
〇
〇
五
〕、
こ
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
八
森
遺
跡
は
、
八
八
七
年
に
移
転
し
た
出
羽
国
府
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
付
近
に
は
、
国
府
付
属
の
寺
院
で
あ
る
「
観
音
寺
」
が
所
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
地
名
や
、
四
天
王
法
の
道
場
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
古
四
王
神
社
が
存
在
し
て
お
り
、
出
羽
国
府
の
宗
教
的
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
九
世
紀
に
お
け
る
辺
境
の
政
治
的
拠
点
と
し
て
の
機
能
は
酒
田
市
周
辺
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
で
は
さ
ら
に
そ
の
後
、
国
府
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
山
形
市
鈴
川
町
に
所
在
す
る
「
印
鑰
神
明
宮
」
で
あ
る
。
周
辺
に
は
印
役
町
と
い
う
町
名
も
残
っ
て
い
る
。
で
は
、「
い
ん
や
く
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
現
在
で
も
全
国
各
地
に
「
印
鑰
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
国
印
と
正
倉
の
鑰
（
か
ぎ
）、
神
社
の
印
な
ど
を
神
体
と
す
る
神
社
で
あ
る
。
奈
良
時
代
、
国
印
は
国
司
が
発
行
し
た
文
書
に
捺
印
さ
れ
、
鑰
は
不
動
倉
の
開
閉
に
用
い
ら
れ
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
こ
れ
ら
が
受
領
の
権
限
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
、
印
鑰
を
祀
る
殿
舎
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
印
鑰
神
社
で
あ
る
。
国
司
の
権
限
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
国
府
近
辺
に
印
鑰
神
社
と
し
て
残
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
〔
木
下
良
・
一
九
七
三
、
牛
山
佳
幸
・
二
〇
〇
〇
〕。
　
山
形
の
場
合
も
、
あ
る
時
期
、
国
府
は
庄
内
か
ら
内
陸
に
移
っ
た
こ
と
を
示
し
て
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
移
転
の
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
　
第
一
の
説
は
、
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）、
最
上
氏
の
祖
、
斯
波
兼
頼
が
羽
州
探
題
と
し
て
入
部
し
て
以
後
、
現
在
の
山
形
市
に
国
府
が
移
転
し
た
、
と
す
る
説
で
あ
る
。
　
従
来
は
こ
の
第
一
の
説
が
通
説
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
移
転
の
時
期
は
も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
第
二
の
説
も
あ
る
。
古
代
末（
平
安
時
代
末
）
か
中
世
（
鎌
倉
時
代
）
の
早
い
時
期
に
、
内
陸
地
方
の
最
上
郡
域
（
山
形
市
北
部
）
に
遷
さ
れ
た
と
す
る
説
〔
柏
倉
亮
吉
・
川
崎
利
夫
・
一
九
九
一
〕
で
あ
る
。
　
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。
【
史
料　
】 
金
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
銘
文
（
横
浜
市
千
手
院
蔵
）（『
山
形
県
史　
古
13
代
中
世
史
料
２
』）
「
奉
鋳　
移
善
光
寺
本
師
一
光
三
尊
如
来
像
　
大
願
主　
勧
進
上
人　
西
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
大
歳
　
文
永
元
年　
　
九
月
十
五
日
　
　
　
　
　
丙
寅
奉
安
置
出
羽
国
最
上
郡
府
中
庄
外
郷
石
仏
　
文
永
元
年
は
一
二
二
六
年
に
あ
た
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
石
仏
が
安
置
さ
れ
た
場
所
が
「
最
上
郡
府
中
庄
外
（
し
ょ
う
げ
）
郷
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
現
在
、
天
童
市
に
「
清
池
（
し
ょ
う
げ
）」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
庄
外
郷
は
こ
の
付
近
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
府
中
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
一
般
に
「
府
中
」
と
は
、
国
府
が
置
か
れ
た
場
所
を
指
す
場
合
が
多
い
の
で
、
こ
の
時
期
、
国
府
が
最
上
郡
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
第
二
の
説
の
根
拠
で
あ
る
。
　
こ
の
第
二
の
説
は
必
ず
し
も
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
説
で
は
な
い
が
、
注
目
し
て
よ
い
説
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
、
九
世
紀
段
階
で
す
で
に
、
最
上
郡
に
出
羽
国
府
を
移
す
と
い
う
構
想
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
【
史
料　
】 『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
二
十
日
条
14
　
先
是
、
出
羽
守
従
五
位
下
坂
上
大
宿
祢
茂
樹
言
、
国
府
在
出
羽
国
井
口
地
。
即
是
去
延
暦
年
中
、
陸
奥
守
従
五
位
上
小
野
朝
臣
岑
守
、
拠
大
将
軍
従
三
位
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
論
奏
所
建
也
。
去
嘉
祥
三
年
地
大
震
動
、
形
勢
変
改
。
既
成
窪
泥
。
加
之
海
水
漲
移
、
迫
府
六
里
所
。
大
川
崩
壊
、
去
隍
一
町
余
、
両
端
受
害
、
無
力　
堤
塞
。
堙
没
之
期
在
於
旦
暮
。
望
請
、
遷
建
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野
、
拠
其
険
固
、
避
彼
危
殆
者
。
太
政
大
臣
・
右
大
臣
・
中
納
言
兼
左
衛
門
督
源
能
有
・
参
議
左
大
弁
兼
行
勘
解
由
長
官
文
章
博
士
橘
朝
臣
広
相
、
於
左
仗
頭
、
召
民
部
大
輔
惟
良
宿
祢
高
尚
・
大
膳
大
夫
小
野
朝
臣
春
風
・
左
京
亮
藤
原
朝
臣
高
松
等
、
問
彼
国
遷
府
之
利
害
。
所
言
参
差
、
同
異
難
定
。
更
召
伊
予
守
藤
原
朝
臣
保
則
、
以
高
尚
等
詞
問
之
。
保
則
言
、
国
司
所
請
、
非
無
理
致
。
保
則
高
尚
等
、
元
任
彼
国
吏
、
応
知
土
地
之
形
勢
。
故
召
問
之
。
太
政
官
因
国
宰
解
状
、
討
覈
事
情
曰
、
避
水
遷
府
之
議
、
雖
得
其
宜
、
去
中
出
外
之
謀
、
未
見
其
便
。
何
者
、
最
上
郡
地
在
国
南
辺
、
山
有
而
隔
。
自
河
而
通
、
夏
水
浮
舟
。
纔
有
運
漕
之
利
。
寒
風
結
凍
、
曾
無
向
路
之
期
。
況
復
秋
田
雄
勝
城
、
相
去
已
遥
、
烽
候
不
接
。
又
挙
納
秋
饗
、
国
司
上
下
、
必
有
分
頭
入
部
、
率
衆
赴
城
、
若
沿
水
而
往
、
泝
水
而
還
者
、
徴
発
之
煩
更
倍
於
尋
常
、
逓
送
之
費
、
将
加
於
黎
庶
。
晏
然
無
事
之
時
、
縦
能
兼
済
、
警
急
不
虞
之
日
、
何
得
周
施
。
以
此
論
之
、
南
遷
之
事
、
難
可
聴
許
。
須
択
旧
府
近
側
高
敞
之
地
。
閑
月
遷
造
、
不
妨
農
務
。
用
其
旧
材
、
勿
労
新
採
。
官
帳
之
数
、
不
得
増
減
。
勅
宜
依
官
議
、
早
令
行
之
。
（
こ
れ
よ
り
先
、
出
羽
守
従
五
位
下
坂
上
大
宿
祢
茂
樹
言
す
、「
国
府
は
出
羽
国
井
口
の
地
に
在
り
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
去
る
延
暦
年
中
、
陸
奥
守
従
五
位
上
小
野
朝
臣
岑
守
、
大
将
軍
従
三
位
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
の
論
奏
に
拠
り
て
建
て
る
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と
こ
ろ
な
り
。
去
る
嘉
祥
三
年
、
地
、
大
い
に
震
動
し
、
形
勢
変
改
し
て
、
既
に
窪
泥
と
成
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
海
水
漲
移
し
て
、
府
に
六
里
の
所
に
迫
る
。
大
川
は
崩
壊
し
、
隍
を
去
る
こ
と
一
町
余
な
り
。
両
端
に
害
を
受
け
、
堤
塞
す
る
に
力
無
し
。
堙
没
の
期
、
旦
暮
に
在
り
。
望
み
請
う
ら
く
は
、
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野
に
遷
し
建
て
、
其
の
険
固
に
拠
り
、
彼
の
危
殆
を
避
け
ん
こ
と
を
」
て
え
り
。
太
政
大
臣
〔
藤
原
基
経
〕・
右
大
臣
〔
源
多
〕・
中
納
言
兼
左
衛
門
督
源
能
有
・
参
議
左
大
弁
兼
行
勘
解
由
長
官
文
章
博
士
橘
朝
臣
広
相
、
左
仗
頭
に
お
い
て
、
民
部
大
輔
惟
良
宿
祢
高
尚
・
大
膳
大
夫
小
野
朝
臣
春
風
・
左
京
亮
藤
原
朝
臣
高
松
ら
を
召
し
て
、
か
の
国
の
府
を
遷
す
の
利
害
を
問
う
。
言
う
と
こ
ろ
を
参
差
し
て
、
同
異
を
定
め
難
し
。
更
に
伊
予
守
藤
原
朝
臣
保
則
を
召
し
て
、
高
尚
ら
の
詞
を
も
っ
て
こ
れ
を
問
う
。
保
則
言
す
、
国
司
の
請
う
と
こ
ろ
、
理
致
無
き
に
あ
ら
ず
。
保
則
・
高
尚
ら
、
も
と
、
彼
の
国
の
吏
に
任
ぜ
ら
れ
、
土
地
の
形
勢
を
知
る
べ
し
。故
に
召
し
て
問
う
。太
政
官
、国
宰
の
解
状
に
よ
り
、事
情
を
討
覈
し
て
曰
く
、「
水
を
避
け
て
府
を
遷
す
の
議
は
、
そ
の
宜
し
き
を
得
る
と
雖
も
、中
を
去
り
外
に
出
る
の
謀
は
、未
だ
そ
の
便
を
見
ず
。何
と
な
れ
ば
、最
上
郡
の
地
は
国
の
南
辺
に
在
り
、
山
有
り
て
隔
た
り
、
河
よ
り
し
て
通
ず
。
夏
は
水
に
舟
を
浮
か
べ
て
、
纔
か
に
運
漕
の
利
有
れ
ど
も
、
寒
風
に
凍
を
結
べ
ば
、
曾
て
向
路
の
期
無
し
。
況
ん
や
ま
た
、
秋
田
・
雄
勝
城
、
相
い
去
る
こ
と
已
に
遥
か
に
し
て
、
烽
候
接
せ
ず
。
ま
た
挙
納
・
秋
饗
に
、
国
司
上
下
す
る
こ
と
、
必
ず
分
頭
し
て
部
に
入
り
、
衆
を
率
い
て
城
に
赴
く
こ
と
有
り
。
若
し
水
に
沿
い
て
往
き
、
水
を
泝
り
て
還
ら
ば
、
徴
発
の
煩
、
更
に
尋
常
に
倍
し
、
逓
送
の
費
は
、
将
に
黎
庶
に
加
わ
ら
ん
。
晏
然
に
し
て
事
無
き
時
は
、
縦
い
能
く
兼
済
す
る
も
、
警
急
・
不
虞
の
日
は
、
何
ぞ
周
施
す
る
を
得
ん
。
こ
れ
を
以
て
こ
れ
を
論
ず
る
に
、
南
遷
の
事
、
聴
許
す
べ
き
こ
と
難
し
。
須
く
旧
府
の
近
側
の
高
敞
の
地
を
択
び
、
閑
月
に
遷
し
造
り
、
農
務
を
妨
げ
ず
、
そ
の
旧
材
を
用
い
、
新
採
を
労
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
官
帳
の
数
は
、
増
減
す
る
こ
と
得
ざ
れ
」
と
。
勅
す
ら
く
「
宜
し
く
官
議
に
依
り
て
、
早
く
こ
れ
を
行
わ
し
む
べ
し
」） 
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
、
国
府
を
内
陸
の
「
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野
」
に
移
転
し
た
い
、
と
い
う
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
嘉
祥
三
年
の
大
地
震
に
よ
り
国
府
が
損
壊
し
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
国
府
の
移
転
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
中
央
政
府
は
、
最
上
郡
の
地
は
出
羽
国
の
南
辺
に
あ
た
る
こ
と
、
山
に
よ
り
隔
て
ら
れ
交
通
の
便
が
悪
い
、
な
ど
の
理
由
か
ら
こ
の
申
し
出
を
却
下
し
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
時
国
府
は
内
陸
に
移
転
せ
ず
、
「
旧
府
の
近
側
の
高
敞
の
地
」、
す
な
わ
ち
す
ぐ
近
く
の
高
台
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
内
陸
に
国
府
を
移
転
で
き
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
元
慶
の
乱
後
に
お
い
て
も
、
な
お
出
羽
国
内
が
緊
迫
し
た
情
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
で
は
、
移
転
の
候
補
地
と
な
っ
た
「
最
上
郡
大
山
郷
」
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。
�　
最
上
郡
舟
形
町
の
福
寿
野
に
比
定
す
る
説
。
�　
西
村
山
郡
河
北
町
一
帯
と
す
る
説
。
�　
山
形
市
北
部
と
み
る
説
。
　
こ
の
う
ち
、
�
説
は
、
一
九
八
一
年
に
河
北
町
畑
中
遺
跡
か
ら
「
大
山
」「
大
山
郷
」
と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
河
北
町
北
部
に
「
法
師
川
」「
法
師
森
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、「
保
宝
士
野
」
に
由
来
す
る
地
名
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
〔
阿
部
明
彦
・
二
〇
〇
四
〕。
ま
た
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
え
る
「
村
山
郡
大
山
郷
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
る
と
、
当
時
村
山
郡
域
に
あ
っ
た
�
�
説
が
妥
当
と
い
え
る
。
　
だ
が
、
こ
の
史
料
に
は
「
最
上
郡
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
村
山
郡
が
前
年
の
八
八
六
年
（
仁
和
２
）
に
す
で
に
成
立
し
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
最
上
郡
」
の
記
載
を
重
視
す
れ
ば
、
�
説
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
中
世
に
な
る
と
、
こ
こ
に
「
大
山
荘
」
と
い
う
荘
園
が
置
か
れ
、「
大
山
郷
」
が
山
形
市
北
部
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
国
府
移
転
の
候
補
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
地
域
は
、
国
府
が
置
か
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
持
っ
た
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
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す
れ
ば
、
山
形
市
北
部
は
そ
の
条
件
を
備
え
た
地
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
四　
内
陸
国
府
の
前
史
　
近
年
の
発
掘
調
査
で
、
山
形
市
北
部
、
と
り
わ
け
須
川
と
立
谷
川
に
は
さ
ま
れ
た
南
側
の
地
域
で
、
奈
良
、
平
安
時
代
の
遺
跡
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
阿
倍
・
二
〇
〇
四
、
須
賀
井
明
子
・
山
口
博
之
・
二
〇
〇
四
〕（
図
４
）。
こ
の
地
域
は
、
中
世
に
大
山
荘
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
地
域
に
あ
た
る
。
　
出
土
文
字
資
料
の
観
点
か
ら
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
遺
跡
は
、
今
塚
遺
跡
（
山
形
市
今
塚
）
で
あ
る
〔
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
四
、
植
松
暁
彦
・
二
〇
〇
三
〕。
一
九
九
三
年
に
調
査
さ
れ
た
こ
の
遺
跡
は
、旧
河
川
を
中
心
に
竪
穴
住
居
三
〇
棟
、
掘
立
柱
建
物
跡
九
棟
、
井
戸
二
基
、
土
坑
五
三
基
、
溝
、
畝
な
ど
多
数
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
墨
書
土
器
を
含
む
土
器
類
の
他
、
木
簡
、
斎
串
、
皿
、
椀
、
曲
げ
物
、
箆
、
下
駄
、
紡
織
具
、
建
築
部
材
、
矢
形
、
錐
形
、
刀
子
形
な
ど
木
製
品
が
多
数
出
土
し
た
。
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
だ
が
、
木
簡
の
内
容
か
ら
何
ら
か
の
官
衙
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
【
史
料　
】 
山
形
県
山
形
市
今
塚
遺
跡
出
土
木
簡
（
図
５
）
15第一
号
木
簡
　
・ 
  
□
□
□ 　
 
□
□ 
部
「
人
雄
」
〔
奉
行
ヵ
〕 
〔
長
ヵ
〕
　
　
　
　
　
 
「
□
為
」
仁
寿
参
年
六
月
三
日
　
・
大
□
〔
浜
ヵ
〕
（
二
三
四
）
×
三
〇
×
五　
〇
一
九
型
式
第
二
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
二
斗
四
升
四
合　
中
津
子
二
斗
八
升
」（
天
地
逆
）
　
・
毎
二
斗
七
升
遺
二
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
酒
世
二
斗
四
升
四
合
□
□
□
」（
天
地
逆
）
　
・
五
斗
四
升
四
合　
□  
 
五
斗　
□
□
子
二
斗  
（
三
二
五
）
×
（
二
八
）
×
四　
〇
八
一
型
式
第
三
号
木
簡
　
・
七
月
一
日
始
十
日
□
　
　
　
□
斗
□
升
二
合
（
八
九
）
×
（
二
三
）
×
四　
〇
八
一
型
式
　
木
簡
の
内
容
に
注
目
す
る
と
、
第
一
号
木
簡
は
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
の
年
紀
を
も
つ
文
書
木
簡
の
一
部
で
あ
り
、
何
ら
か
の
行
政
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
号
木
簡
は
、
五
斗
俵
か
ら
の
米
の
支
給
額
と
そ
の
残
額
に
つ
い
て
記
し
た
記
録
簡
で
あ
り
、
粮
米
の
支
給
に
関
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
文
書
木
簡
や
米
支
給
帳
簿
の
存
在
は
、
こ
の
遺
跡
が
単
な
る
集
落
で
な
く
、
官
衙
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
物
語
っ
て
い
る
。
　
今
塚
遺
跡
か
ら
は
多
数
の
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
（
図
７
）。
墨
書
土
器
と
は
、
土
師
器
や
須
恵
器
と
い
っ
た
古
代
の
土
器
に
文
字
や
記
号
墨
書
し
た
も
の
で
、
全
国
各
地
の
奈
良
、
平
安
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
山
形
県
内
で
も
三
〇
〇
〇
点
以
上
の
墨
書
土
器
が
こ
れ
ま
で
出
土
し
て
い
る
。
　
今
塚
遺
跡
の
墨
書
土
器
に
は
、「
一
麗
」「
麗
」「
田
宅
」「
調
所
」「
伴
」「
高
」「
王
」
「
丈
」、
記
号
な
ど
が
書
か
れ
た
も
の
が
み
え
る
。
最
も
特
徴
的
な
の
は
「
麗
」
と
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
本
来
の
字
形
を
離
れ
、
な
か
ば
記
号
化
し
て
書
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。「
符 
」（
ま
じ
な
い
記
号
）
的
な
意
味
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
で
、「
田
宅
」「
調
所
」
な
ど
の
施
設
名
を
記
し
た
も
の
、「
一
等
書
生
」
と
い
う
職
名
（
図
６
）、「
伴
」「
丈
」
な
ど
の
一
文
字
を
記
し
た
も
の
な
ど
が
多
数
み
ら
れ
る
。
　
と
く
に
、「
調
所
」（
税
で
あ
る
「
調
」
に
か
か
わ
る
施
設
）「
書
生
」（
役
所
の
書
記
官
）
と
い
っ
た
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
か
ら
す
る
と
、
こ
の
遺
跡
が
国
府
と
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強
い
関
わ
り
を
持
つ
遺
跡
で
あ
る
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
〔
村
木
志
伸
・
二
〇
〇
四
〕。
つ
ま
り
、
九
世
紀
ご
ろ
、
国
府
の
出
先
機
関
が
内
陸
部
の
山
形
市
域
に
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
も
う
一
つ
、
今
塚
遺
跡
で
特
徴
的
な
の
は
、「
伴
」「
丈
」
と
い
っ
た
、
一
文
字
表
記
の
墨
書
土
器
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
伴
」「
丈
」
は
、「
伴
部
」「
丈
部
」
と
い
っ
た
人
名
を
一
文
字
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
で
は
こ
う
し
た
「
伴
」「
丈
」
と
は
、
ど
う
い
う
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
に
な
る
の
は
「
一
等
書
生
伴
」
と
書
か
れ
た
人
面
墨
書
土
器
で
あ
る
。
彼
ら
は
単
な
る
白
丁
身
分
で
は
な
く
、「
書
生
」
な
ど
の
下
級
の
雑
任
で
あ
っ
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
結
集
の
場
が
、
こ
の
今
塚
遺
跡
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
簡
の
存
在
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
集
う
多
数
の
雑
任
の
存
在
は
、
こ
の
地
の
周
辺
が
し
か
る
べ
き
官
衙
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
今
塚
遺
跡
は
、
立
谷
川
と
須
川
の
合
流
点
の
南
に
位
置
し
、
水
陸
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
最
上
川
河
川
を
使
っ
た
水
上
交
通
を
利
用
し
て
、
庄
内
と
内
陸
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
地
域
に
出
羽
国
府
の
出
先
機
関
が
存
在
し
て
い
た
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
う
し
た
前
史
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
内
陸
へ
の
国
府
移
転
問
題
が
浮
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
府
を
内
陸
に
移
転
す
る
と
い
う
課
題
は
九
世
紀
末
段
階
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
比
較
的
早
く
実
現
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
山
口
博
之
氏
は
、
最
上
郡
に
国
府
が
比
較
的
早
く
置
か
れ
た
根
拠
と
し
て
、
次
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
〔
須
賀
井
明
子
・
山
口
博
之
・
二
〇
〇
四
〕。
【
史
料　
】 『
綺
語
抄
』　
中　
財
貨
部
16いな
ふ
ね　
い
ね
つ
み
た
る
ふ
ね
な
り
。
も
が
み
が
は　
い
で
は
に
あ
り
。
　
　
も
が
み
河　
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る　
い
な
ふ
ね
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
に
は
あ
ら
ず　
し
ば
し
ば
か
り
ぞ
も
が
み
川
は
、
出
羽
国
の
た
ち
の
ま
へ
よ
り
な
が
れ
た
る
河
也
。
そ
れ
に
た
ち
へ
も
い
く
に
、
か
は
の
あ
ま
り
は
や
く
て
、
か
ま
へ
て
さ
し
の
ぼ
り
た
れ
ば
か
く
よ
め
る
な
り
。
【
史
料　
】 『
袖
中
抄
』　
第
十
二
17一、
い
な
ふ
ね
〈
も
が
み
川
〉
　
　
も
が
み
河　
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る　
い
な
ふ
ね
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
に
は
あ
ら
ず　
こ
の
月
ば
か
り
　
顕
昭
云
、
い
な
ふ
ね
と
は
い
ね
つ
み
た
る
舟
を
云
也
。
も
が
み
河
は
出
羽
国
に
最
上
郡
あ
り
。
そ
の
郡
よ
り
な
が
れ
た
れ
ば
、
も
が
み
河
と
云
也
。
彼
国
の
舘
の
ま
へ
よ
り
流
た
り
。
そ
の
河
よ
り
こ
ほ
り
こ
ほ
り
の
物
を
ば
舟
に
つ
み
て
た
ち
に
を
さ
む
れ
ば
稲
を
も
つ
み
て
の
ぼ
る
也
。
郡
々
の
い
な
舟
多
か
れ
ば
の
ぼ
り
く
だ
る
事
数
し
ら
ね
ば
、
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
と
は
云
、
　
『
綺
語
抄
』（
藤
原
仲
実
著
）
は
十
二
世
紀
初
頭
ご
ろ
成
立
の
、『
袖
中
抄
』（
顕
昭
著
）
は
文
治
年
間
成
立
の
、
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
代
に
成
立
し
た
歌
学
書
で
あ
る
。
山
口
氏
が
注
目
し
て
い
る
の
は
『
袖
中
抄
』
の
「
も
が
み
河
は
出
羽
国
最
上
郡
に
あ
り
、
そ
の
郡
よ
り
な
が
れ
た
れ
ば
、
も
が
み
河
と
云
也
。
彼
国
の
舘
の
ま
へ
よ
り
流
れ
た
り
。
そ
の
河
よ
り
こ
ほ
り
こ
ほ
り
の
も
の
を
ば
舟
に
つ
み
て
た
ち
に
お
さ
む
れ
ば
稲
を
も
つ
み
て
の
ぼ
る
也
。
郡
々
の
い
な
舟
多
か
れ
ば
の
ぼ
り
く
だ
る
事
数
し
ら
ね
ば
、
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
と
は
云
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
上
川
は
、
最
上
郡
よ
り
流
れ
て
い
る
川
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
出
羽
国
の
舘
の
前
か
ら
流
れ
て
い
る
と
も
い
う
。
そ
し
て
国
内
の
諸
郡
の
も
の
を
舟
に
積
ん
で
、
こ
の
舘
に
お
さ
め
る
と
い
う
。
こ
の
と
き
、「
稲
を
も
つ
み
て
の
ぼ
る
也
」と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
出
羽
国
の
舘
」
が
、
庄
内
で
は
な
く
、
内
陸
の
最
上
郡
に
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
、
各
郡
か
ら
は
稲
が
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運
ば
れ
る
と
記
し
て
お
り
、
郡
か
ら
進
上
さ
れ
た
稲
穀
類
が
国
の
舘
に
運
ば
れ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
　
こ
う
し
た
歌
学
書
の
記
述
が
ど
の
程
度
現
実
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
だ
興
味
深
い
の
は
、
国
の
舘
が
、
河
川
交
通
の
要
衝
に
あ
る
か
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
国
の
舘
に
は
、
諸
郡
か
ら
貢
進
さ
れ
た
稲
が
舟
運
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
新
潟
県
中
条
町
の
蔵
の
坪
遺
跡
で
出
土
し
た
次
の
木
簡
で
あ
る
。
【
史
料　
】 
新
潟
県
中
条
町
蔵
ノ
坪
遺
跡
出
土
木
簡
18・「
少
目
御
舘
米
五
斗
」
・「　
□
□
□
□
所
進
」
一
一
〇
×
一
九
×
四　
〇
五
一
型
式
　
蔵
ノ
坪
遺
跡
は
、
日
本
海
に
面
し
た
塩
津
潟
（
紫
雲
寺
潟
）
の
北
東
端
に
位
置
し
、
水
陸
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
。
古
代
越
後
国
の
、
沼
垂
郡
あ
る
い
は
磐
船
郡
の
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
平
川
南
・
二
〇
〇
四
〕。
発
掘
調
査
に
よ
り
、
幅
七
〜
一
四
メ
ー
ト
ル
の
河
道
跡
や
、
一
六
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
「
津
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
地
が
港
湾
施
設
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
問
題
の
木
簡
は
、
川
跡
か
ら
出
土
し
た
完
形
の
荷
札
木
簡
で
あ
り
、
九
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
の
形
状
や
内
容
か
ら
、
国
司
の
少
目
（
第
四
等
官
）
の
「
御
舘
」
に
、
米
五
斗
を
進
上
し
た
際
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
で
あ
り
、「
少
目
御
舘
」
に
納
め
ら
れ
た
の
ち
、
荷
札
が
は
ず
さ
れ
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
付
近
に
「
少
目
御
舘
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
と
き
、
越
後
国
府
は
上
越
（
越
後
国
南
西
部
）
の
頸
城
郡
に
所
在
し
て
い
た
が
、
少
目
の
御
舘
は
下
越
（
越
後
国
北
東
部
）
に
も
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
国
内
の
水
陸
交
通
の
要
衝
に
は
、
国
司
の
舘
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
近
隣
の
諸
郡
や
諸
郷
か
ら
貢
進
さ
れ
た
公
廨
米
な
ど
の
稲
穀
類
が
舟
運
な
ど
に
よ
り
集
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
ひ
る
が
え
っ
て
今
塚
遺
跡
を
考
え
て
み
る
と
、
五
斗
俵
か
ら
米
を
支
給
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
（
二
号
木
簡
）、
こ
の
遺
跡
の
周
辺
で
五
斗
俵
が
集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
今
塚
遺
跡
周
辺
の
地
域
が
国
司
の
舘
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
単
に
数
あ
る
収
納
施
設
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
は
書
生
な
ど
の
末
端
官
人
も
多
く
結
集
し
て
お
り
、
内
陸
部
の
政
治
的
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ
舘
の
存
在
が
、
内
陸
国
府
へ
の
移
転
問
題
に
何
ら
か
の
影
響
を
あ
た
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
お
わ
り
に
　
以
上
、
古
代
出
羽
国
の
交
通
や
交
流
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
出
羽
国
の
形
成
と
出
羽
国
府
の
諸
段
階
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
北
陸
道
と
東
山
道
、
沿
岸
部
と
内
陸
部
と
い
っ
た
地
域
性
の
変
遷
が
、
古
代
出
羽
国
の
歴
史
的
特
質
を
形
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
本
稿
で
は
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
、
出
羽
国
内
に
お
け
る
南
半
部
内
陸
地
方
が
政
治
的
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
た
。
国
府
が
庄
内
地
方
か
ら
内
陸
に
移
る
歴
史
的
意
義
と
し
て
は
、
対
蝦
夷
防
衛
施
設
と
し
て
の
国
府
の
役
割
が
希
薄
化
し
た
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
陸
奥
国
と
の
連
絡
陸
路
が
整
備
さ
れ
た
り
、
庄
内
地
方
と
の
最
上
川
水
運
が
充
実
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
、
交
通
上
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
荘
園
の
増
加
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
内
陸
の
生
産
力
の
増
大
と
い
っ
た
事
態
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
、
内
陸
地
域
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 
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〇
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古代出羽国の形成と諸段階 ―― 三上
図１　出羽国の駅路（高桑2004）
〔表・古代出羽国略年表〕
図３　日本海沿岸の想定交通路（山形埋文2001） 図２　鶴岡市山田遺跡出土木簡（山形埋文2001）
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図４　今塚遺跡位置図（植松2003）図６　今塚遺跡出土墨書土器（植松2003）
図５　今塚遺跡出土木簡（山形埋文1994）
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図７　今塚遺跡の文字資料（植松2003）
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The Formation and Transition of the Ancient "Dewa-no-kuni":
From the Viewpoint of Trade and Communication
MIKAMI Yoshitaka
（Associate Professor, History & Culture, Cultural System Course）
　This article explores the historical formation and transition of "Dewa-no-kuni" in the Ancient 
period in Japan from the viewpoint of trade and communication. "Dewa-no-kuni" had initially 
belonged to "Hokuriku-do" before it was subsumed under "Tousan-do." This fact suggests that 
"Dewa-no-kuni" had been regarded as the northern borderland by the central government in those 
times. It is also argued that "Dewa-kokufu (local government)," which had been originally settled at 
Shonai district on the Sea of Japan, was transferred to the midland area in the end of the Ancient 
period. It is shown that the Ancient "Dewa-no-kuni" had undergone a complex process of transition 
in its history.
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